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井出　健太 浅間中学校PTA会長

山浦　裕治 岩村田保育園保護者会長

須藤　隆 あさま幼稚園PTA会長

森泉　雄二 岩村田小学校長
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黒沢　知博 中佐都小学校長

藤澤　直子 高瀬小学校長

宮島　卓朗 浅間中学校長

宮森　伊智朗 佐久商工会議所副会頭

大池　明 元佐久市区長会浅間地区会長

金澤　英人 元佐久市区長会浅間地区会長

神津　利信 元岩村田小学校長

計20名

学識経験者

佐久市浅間地区小・中学校あり方検討委員会委員名簿

任期：R6.6.4～R8.6.3

区長代表者

小・中学校
保護者代表者

保育所・幼稚園・認定
子ども園保護者代表者

小・中学校
学校長
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   佐久市浅間地区小・中学校あり方検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 浅間地区（平根地区を除く。以下同じ。）の佐久市立小学校及び中

学校（平根小学校を除く。以下「浅間地区小・中学校」という。）の将来

の望ましい学校のあり方について調査及び検討を行うため、佐久市浅間地

区小・中学校あり方検討委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（任務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について調査及び検討を行い、意見を述

べる。 

（１）浅間地区小・中学校のあり方に関する事項 

（２）前号に掲げるもののほか、浅間地区小・中学校に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員２５人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから佐久市教育委員会（以下「教育委員会」

という。）が委嘱する。 

（１）浅間地区の区長代表者 

（２）浅間地区小・中学校の保護者代表者 

（３）浅間地区の保育所・幼稚園・認定子ども園の保護者代表者 

（４）浅間地区小・中学校の学校長 

（５）学識経験者 

（６）前各号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 委員会に、会長及び副会長各１人を置き、委員の互選により選出す

る。 

２ 会長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

資料  ２ 
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２ 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者に出席を求め、そ

の意見若しくは説明を聴き、又は委員以外の者から資料の提出を求めるこ

とができる。 

（部会） 

第７条 委員会は、必要に応じ部会を置くことができる。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、教育委員会事務局学校教育部学校教育課において

処理する。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、

別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 



年月日 内容

H27(2015）.4.1 佐久平浅間小学校開校

R元（2019）.10.23 佐久平浅間小学校増築事業に係る浅間地区区長会への説明会

R2（2020）.3.4
浅間地区区長会から「浅間地区（佐久平駅周辺）小学校の通学区に
係る検討会の設置について」要望書提出

R2（2020）.3 佐久平浅間小学校教室等改修工事完了（普通教室確保）

R2（2020）.5.28 第１回(仮）浅間地区通学区あり方研究会準備会

R2（2020）.11.20 第２回(仮）浅間地区通学区あり方研究会準備会

R3（2021）.7.20 第３回(仮）浅間地区通学区あり方研究会準備会

R4（2022）.3.29 第4回(仮）浅間地区通学区あり方研究会準備会（書面開催）

R4（2022）.8 佐久平浅間小学校増築工事竣工（普通教室30室確保）

R5（2023）.3.7 第5回(仮）浅間地区通学区あり方研究会準備会

R5（2023）.9
浅間中学校教室等改修工事完了
（普通・特別支援教室、特別教室確保）

R5（2023）.12.25 第6回(仮）浅間地区通学区あり方研究会準備会

R6（2024）.3.22 第7回(仮）浅間地区通学区あり方研究会準備会

R6（2024）.3 中佐都小学校教室等改修工事完了（普通教室15室確保）

R6（2024）.7（予定）～ 浅間中学校増築工事着工（普通教室30室確保）

(仮）浅間地区通学区あり方研究会準備会の主な協議内容（R2.5.28～R6.3.22）

・浅間地区小・中学校の現状把握と課題整理

・検討委員会設置の時期について

・検討委員会の構成員、進め方について

浅間地区小・中学校あり方検討委員会設置に至る経過

資料 ３
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浅間地区児童生徒数推計値について

１ 推計方法
➢住民基本台帳登録の0歳～5歳人口、児童生徒数（いずれもR6.5.1現在）を基に推計した。

➢新入生の特別支援学級児童生徒数は、R6の各学校ごとの全児童生徒数に占める特別支援学級児
童生徒数の割合により、推計した。

➢浅間中学校の新入生は、R6の私立学校等への進学者の割合を考慮し、推計した。

➢転出入等の社会増減は、考慮していない。

２ 推計期間
➢小学校 0歳が入学するまでの6年間

➢中学校 0歳が入学するまでの12年間

＜参考＞学校規模の定義（学校教育法施行規則、公立小・中学校の国庫負担事業認定申請手引き）

過小規模校：5学級以下 小規模校：6～11学級 適正規模校：12～18学級 大規模校：25～30学級 過大規模校：31学級以上

※文部科学省では、過大規模校については、速やかにその解消を図るよう設置者に促している。 （いずれも学級数は通常学級数）

1
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岩村田小学校

推計結果概要 推計結果から想定される課題

⚫ 全児童数は増加傾向であるが、適正規模校を維持している。

⚫ 全児童数は、R9の555人でピークになっているが、佐久平
駅南地区等の開発により、増加が見込まれる。

⚫ 普通教室数に余裕はあるが、特別支援学級児童数の増加が
顕著であり、教室数も不足している。

⚫ 特別支援教室数が足りないため、諸室を工夫して利用することにより、教
室を確保する必要がある。

2

第 1 学年第 2 学年第 3 学年第 4 学年第 5 学年第 6 学年

通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支

H27 3 73 2 3 82 7 3 91 1 3 94 2 3 101 4 3 100 0 18 541 3 16 21 557 - 29 5 34

R2 3 73 5 3 74 1 2 70 6 3 84 3 2 70 2 3 72 1 16 443 3 18 19 461 -6 24 4 28

R3 3 74 4 3 74 5 3 72 1 3 75 6 3 85 4 2 71 2 17 451 4 22 21 473 12 24 4 28

R4 3 98 6 3 80 4 3 71 5 3 76 1 3 73 6 3 87 3 18 485 4 25 22 510 37 24 4 28

R5 3 79 10 3 101 6 3 85 4 3 72 5 3 78 1 3 75 7 18 490 5 33 23 523 13 24 4 28

R6 3 99 9 3 74 10 3 97 9 3 81 5 2 67 6 3 76 1 17 494 7 40 24 534 11 24 4 28

R7 3 72 6 3 99 9 3 74 10 3 97 9 3 81 5 2 67 6 17 490 6 45 23 535 1 24 4 28

R8 3 75 6 3 72 6 3 99 9 3 74 10 3 97 9 3 81 5 18 498 6 45 24 543 8 24 4 28

R9 3 91 7 3 75 6 3 72 6 3 99 9 3 74 10 3 97 9 18 508 6 47 24 555 12 24 4 28

R10 3 77 6 3 91 7 3 75 6 3 72 6 3 99 9 3 74 10 18 488 6 44 24 532 -23 24 4 28

R11 3 77 6 3 77 6 3 91 7 3 75 6 3 72 6 3 99 9 18 491 5 40 23 531 -1 24 4 28

R12 2 70 6 3 77 6 3 77 6 3 91 7 3 75 6 3 72 6 17 462 5 37 22 499 -32 24 4 28

合計

教室保有数

特支普通
年度

通常 特支 全
学
級
数

全児
童数
前年
比

全児
童数

学
級
数

児童数 学
級
数

児童数学
級
数

学
級
数

児童数 学
級
数

児童数 学
級
数

児童数 学
級
数

児童
数

学
級
数

児童
数

児童数



佐久平浅間小学校

推計結果概要 推計結果から想定される課題

⚫ 全児童数は、H27開校時から現在までの約10年間で、240人
増加していて、おおむね大規模校の状態である。

⚫ 全児童数は、R10の824人でピークになっているが、これま
での社会増を考慮すると、更なる増加が懸念される。

⚫ 普通教室数は足りているが、特別支援教室数に余裕がない。

⚫ 教職員の目が各児童一人ひとりに届きにくく、きめ細かな指導が難しくなる。

⚫ 学年内・異学年間の交流が不十分になりやすい。

⚫ 特別教室や体育館等の施設・設備の利用の面から、学校活動に一定の制約が
生じる場合がある。

⚫ 教室数に余裕がなく、きめ細かな指導が難しくなる。 3

増築工事に
より教室保
有数増加

第 1 学年第 2 学年第 3 学年第 4 学年第 5 学年第 6 学年

通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支

H27 4 113 3 3 90 1 3 87 4 3 85 0 3 81 0 3 87 1 19 543 2 9 21 552 - 24 3 27

R2 5 142 7 4 135 3 4 120 7 5 147 5 4 109 5 4 124 5 26 777 5 32 31 809 69 26 5 31

R3 4 108 4 5 141 6 4 134 3 4 120 8 5 145 5 4 108 5 26 756 5 31 31 787 -22 26 5 31

R4 5 142 7 4 107 4 5 146 6 4 134 3 4 119 8 5 145 5 27 793 5 33 32 826 39 30 5 35

R5 4 125 6 5 142 7 4 107 4 5 144 7 4 136 3 4 119 8 26 773 6 35 32 808 -18 30 5 35

R6 4 123 7 4 122 6 4 137 7 3 103 4 5 144 7 4 129 3 24 758 5 34 29 792 -16 30 5 35

R7 4 130 6 4 123 7 4 122 6 4 137 7 3 103 4 5 144 7 24 759 5 37 29 796 4 30 5 35

R8 5 153 7 4 130 6 4 123 7 4 122 6 4 137 7 3 103 4 24 768 5 37 29 805 9 30 5 35

R9 4 120 5 5 153 7 4 130 6 4 123 7 4 122 6 4 137 7 25 785 5 38 30 823 18 30 5 35

R10 4 139 6 4 120 5 5 153 7 4 130 6 4 123 7 4 122 6 25 787 5 37 30 824 1 30 5 35

R11 4 119 5 4 139 6 4 120 5 5 153 7 4 130 6 4 123 7 25 784 5 36 30 820 -4 30 5 35

R12 4 108 5 4 119 5 4 139 6 4 120 5 5 153 7 4 130 6 25 769 5 34 30 803 -17 30 5 35

合計

教室保有数

年度
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学
級
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童数

児童数 学
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児童数 学
級
数

児童数

全児
童数
前年
比

児童数
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数

児童
数
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中佐都小学校

推計結果概要 推計結果から想定される課題

⚫ 全児童数はほぼ横ばいであり、おおむね適正規模校を維持
している。

⚫ 近年の開発動向により、児童数の増加が懸念される。

⚫ 普通教室数は足りているが、特別支援学級児童数が増加傾
向にあり、教室数も不足している。

⚫ 特別支援教室数が足りないため、諸室を工夫して利用することにより、教
室を確保する必要がある。

4

改修工事に
より教室保
有数増加

第 1 学年第 2 学年第 3 学年第 4 学年第 5 学年第 6 学年

通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支

H27 2 59 0 2 55 2 2 55 0 2 56 2 2 50 1 2 52 1 12 327 2 6 14 333 ‐ 12 2 14

R2 2 55 2 2 66 2 2 47 2 2 49 3 2 50 3 2 53 4 12 320 3 16 15 336 3 12 2 14

R3 2 48 4 2 55 1 2 67 4 2 48 2 2 49 4 2 51 3 12 318 3 18 15 336 0 12 2 14

R4 2 37 4 2 46 4 2 55 1 2 67 3 2 47 2 2 48 5 12 300 4 19 16 319 -17 12 2 14

R5 2 53 7 2 37 4 2 46 4 2 54 2 2 68 3 2 45 4 12 303 4 24 16 327 8 12 2 14

R6 2 53 6 2 52 7 1 36 4 2 45 4 2 51 3 2 67 5 11 304 4 29 15 333 6 15 2 17

R7 2 55 5 2 53 6 2 52 7 2 36 4 2 45 4 2 51 3 12 292 4 29 16 321 -12 15 2 17

R8 2 40 4 2 55 5 2 53 6 2 52 7 2 36 4 2 45 4 12 281 4 30 16 311 -10 15 2 17

R9 2 58 5 2 40 4 2 55 5 2 53 6 2 52 7 2 36 4 12 294 4 31 16 325 14 15 2 17

R10 2 43 4 2 58 5 2 40 4 2 55 5 2 53 6 2 52 7 12 301 4 31 16 332 7 15 2 17
R11 2 55 5 2 43 4 2 58 5 2 40 4 2 55 5 2 53 6 12 304 4 29 16 333 1 15 2 17

R12 2 51 5 2 55 5 2 43 4 2 58 5 2 40 4 2 55 5 12 302 4 28 16 330 -3 15 2 17

普通 特支
学
級
数

学
級
数

児童数

全児
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高瀬小学校

推計結果概要 推計結果から想定される課題

⚫ 全児童数は減少傾向にあり、1学年で複数学級を編成でき
ない小規模校である。

⚫ R10以降は、減少幅が大きくなり、更なる児童数の減少が
懸念される。

⚫ 集団の中で多様な考え方に触れる機会や学びあいの機会、切磋琢磨する機
会が少なくなりやすい。

⚫ クラス替えが困難なことから、人間関係や相互の評価等が固定化しやすい。

⚫ 運動会などの学校行事や音楽活動等の集団教育活動に制約が生じやすい。

⚫ 教職員数が少ないため、経験、教科、特性などの面でバランスのとれた配
置を行いにくい。 5

第 1 学年第 2 学年第 3 学年第 4 学年第 5 学年第 6 学年

通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支 通常 特支

H27 1 21 1 1 30 0 1 29 1 2 39 2 2 38 0 1 28 5 8 185 2 9 10 194 ‐ 8 2 10

R2 1 26 4 1 25 2 1 24 3 1 30 2 1 18 2 1 21 2 6 144 3 15 9 159 -1 8 2 10

R3 1 23 3 1 25 4 1 25 2 1 24 3 1 30 2 1 18 2 6 145 3 16 9 161 2 8 2 10

R4 1 29 4 1 24 3 1 25 4 1 26 2 1 24 3 1 30 2 6 158 3 18 9 176 15 8 2 10

R5 1 20 4 1 30 3 1 24 3 1 25 4 1 27 2 1 23 3 6 149 3 19 9 168 -8 8 2 10

R6 1 26 2 1 20 4 1 30 4 1 24 2 1 25 4 1 28 2 6 153 3 18 9 171 3 8 2 10

R7 1 22 3 1 26 2 1 20 4 1 30 4 1 24 2 1 25 4 6 147 3 19 9 166 -5 8 2 10

R8 1 26 3 1 22 3 1 26 2 1 20 4 1 30 4 1 24 2 6 148 3 18 9 166 0 8 2 10

R9 1 19 2 1 26 3 1 22 3 1 26 2 1 20 4 1 30 4 6 143 3 18 9 161 -5 8 2 10

R10 1 15 2 1 19 2 1 26 3 1 22 3 1 26 2 1 20 4 6 128 2 16 8 144 -17 8 2 10
R11 1 15 2 1 15 2 1 19 2 1 26 3 1 22 3 1 26 2 6 123 2 14 8 137 -7 8 2 10

R12 1 22 3 1 15 2 1 15 2 1 19 2 1 26 3 1 22 3 6 119 2 15 8 134 -3 8 2 10

合計
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前年
比

年度
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⚫ 全児童数は、H27から現在までの約10年間で、77人増加して
いて、増加傾向である。

⚫ 全生徒数は、R12の871人でピークになっているが、佐久平
駅周辺の開発動向から更なる増加が懸念される。

⚫ 普通教室数は足りているが、特別支援学級生徒数の増加に
より特別支援教室数が不足している。

⚫ 教職員の目が各生徒一人ひとりに届きにくく、きめ細かな指導が難しくなる。

⚫ 学年内・異学年間の交流が不十分になりやすい。

⚫ 特別教室や体育館等の施設・設備の利用の面から、学校活動に一定の制約が
生じる場合がある。

⚫ 教室数に余裕がなく、きめ細かな指導が難しくなる。

浅間中学校

推計結果概要 推計結果から想定される課題

改修工事により教室保有数増加

増築工事により教室保有数増加

6

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年

通常 特支 通常 特支 通常 特支

H27 7 231 5 8 261 7 7 213 3 22 705 3 15 25 720 ‐ 22 4 26

R2 7 237 11 8 250 10 7 242 3 22 729 4 24 26 753 -10 22 4 26

R3 7 244 11 7 237 13 8 251 10 22 732 5 34 27 766 13 22 4 26

R4 7 229 11 7 243 11 7 238 14 21 710 6 36 27 746 -20 22 4 26

R5 8 280 15 7 232 11 7 246 13 22 758 5 39 27 797 51 26 5 31

R6 7 241 18 8 277 16 7 236 9 22 754 6 43 28 797 0 26 5 31

R7 8 276 11 7 241 18 8 277 16 23 794 6 45 29 839 42 26 5 31

R8 8 264 20 8 276 11 7 241 18 23 781 7 49 30 830 -9 30 6 36

R9 7 233 15 8 264 20 8 276 11 23 773 6 46 29 819 -11 30 6 36

R10 8 275 24 7 233 15 8 264 20 23 772 8 59 31 831 12 30 6 36

R11 7 245 27 8 275 24 7 233 15 22 753 9 66 31 819 -12 30 6 36

R12 8 276 24 7 245 27 8 275 24 23 796 10 75 33 871 52 30 6 36

R13 8 256 20 8 276 24 7 245 27 23 777 10 71 33 848 -23 30 6 36

R14 8 270 20 8 256 20 8 276 24 24 802 9 64 33 866 18 30 6 36

R15 8 265 19 8 270 20 8 256 20 24 791 8 59 32 850 -16 30 6 36

R16 8 252 18 8 265 19 8 270 20 24 787 8 57 32 844 -6 30 6 36
R17 7 244 18 8 252 18 8 265 19 23 761 7 55 30 816 -28 30 6 36
R18 7 230 19 7 244 18 8 252 18 22 726 7 55 29 781 -35 30 6 36

全生
徒数 普通 特支

全生徒
数前年
比

教室保有数

合計
生徒数年度

通常 特支

学級
数

生徒数 学級
数

生徒数 学級
数

全学
級数学級

数

生徒
数

学級
数

生徒
数
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メリット デメリット メリット デメリット

・児童・生徒の一人ひとりに目がとどき
やすく、きめ細かな指導が行いやすい。

・集団の中で、多様な考え方に触れる機
会や学びあいの機会、切磋琢磨する機
会が少なくなりやすい。
・1学年1学級の場合、ともに努力してよ
りよい集団を目指す、学級間の相互啓
発がなされにくい。

・集団の中で、多様な考え方に触れ、認
め合い、協力し合い、切磋琢磨すること
を通じて、一人ひとりの資質や能力を
さらに伸ばしやすい。

・全教職員による各児童・生徒一人ひと
りの把握が難しくなりやすい。

・学校行事や部活動等において、児童・
生徒一人ひとりの個別の活動機会を設
定しやすい。

・運動会などの学校行事や音楽活動等
の集団教育活動に制約が生じやすい。
・中学校の各教科の免許を持つ教員を
配置しにくい。
・児童・生徒数、教職員数が少ないた
め、グループ学習や習熟度別学習、小学
校の専科教員による指導など、多様な
学習・指導形態を取りにくい。

・運動会などの学校行事や音楽活動等
の集団教育活動に活気が生じやすい。
・中学校の各教科の免許を持つ教員を
配置しやすい。
・児童・生徒数、教員数がある程度多い
ため、グループ学習や習熟度別学習、小
学校の専科教員による指導など、多様
な学習・指導形態を取りやすい。

・学校行事や部活動等において、児童・
生徒一人ひとりの個別の活動機会を設
定しにくい。

・部活動等の設置が限定され、選択の幅
が狭まりやすい。

・様々な種類の部活動等の設置が可能
となり、選択の幅が広がりやすい。

・児童・生徒相互の人間関係が深まりや
すい。
・異学年間の縦の交流が生まれやすい。

・クラス替えが困難なことなどから、人
間関係や相互の評価等が固定化しやす
い。
・集団内の男女比に極端な偏りが生じや
すくなる可能性がある。
・切磋琢磨する機会等が少なくなりやす
い。

・クラス替えがしやすいことなどから、
豊かな人間関係の構築や多様な集団の
形成が図られやすい。
・切磋琢磨すること等を通じて、社会性
や協調性、たくましさ等を育みやすい。

・学年内・異学年間の交流が不十分にな
りやすい。

・児童・生徒の一人ひとりに目がとどき
やすく、きめ細かな指導が行いやすい。

・組織的な体制が組みにくく、指導方法
等に制約が生じやすい。

・学校全体での組織的な指導体制を組
みやすい。

・全教職員による各児童・生徒一人ひと
りの把握が難しくなりやすい。

小規模 大規模

【学習面】 

【生活面】
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メリット デメリット メリット デメリット

・全教職員間の意思疎通が図りやすく、
相互の連携が密になりやすい。
・学校が一体となって活動しやすい。

・教職員数が少ないため、経験、教科、
特性などの面でバランスのとれた配置
を行いにくい。
・学年別や教科別の教職員同士で、学習
指導や生徒指導等についての相談・研
究・協力・切磋琢磨等が行いにくい。
・一人に複数の校務分掌が集中しやす
い。
・教員の出張、研修等の調整が難しくな
りやすい。

・教員数がある程度多いため、経験、教
科、特性などの面でバランスのとれた
教職員配置を行いやすい。
・学年別や教科別の教職員同士で、学習
指導や生徒指導等についての相談・研
究・協力・切磋琢磨等が行いやすい。
・校務分掌を組織的に行いやすい。
・出張、研修等に参加しやすい。

・教職員相互の連絡調整が図りづらい。

・施設・設備の利用時間等の調整が行い
やすい。

・子ども一人あたりにかかる経費が大
きくなりやすい。

・子ども一人あたりにかかる経費が小
さくなりやすい。

・特別教室や体育館等の施設・設備の利
用の面から、学校活動に一定の制約が
生じる場合がある。

【その他】 
・保護者や地域社会との連携が図りやす
い。

・PTA活動等における保護者一人当た
りの負担が大きくなりやすい。

・PTA活動等において、役割分担によ
り、保護者の負担を分散しやすい。

・保護者や地域社会との連携が難しくな
りやすい。

【学校運
営面・財
政面】

小規模 大規模
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※

今後の進め方について

浅間地区小・中学校あり方検討委員会

６月４日
検討委員会設立

〇浅間地区小・中学校の現状と課題の認識共有 〇今後の進め方

〇浅間地区の各小・中学校のこれまでの経緯と課題整理

＜課題＞

⚫ 生徒児童数増加による教育環境への影響（佐久平浅間小・中佐都小・浅間中）

⚫ 児童数減少による教育環境への影響（高瀬小）

⚫ 特支児童生徒数増加による教育環境への影響（岩村田小・中佐都小・浅間中）

⚫ 学校施設老朽化（高瀬小・中佐都小）

〇人口推計結果に基づく浅間地区小・中学校の課題の共有と論点整理

〇浅間地区小・中学校の望ましいあり方と対策について検討・協議

検
討
状
況
を
適
宜
、
市
民
へ
情
報
提
供

※具体的、専門的な内容については、その内容に精通されている方や当事者等で構成される専門部会を設置し、検討

人
口
推
計
業
務
委
託

工
期
6
月
～
11
月

9

２０２５年

年 度 末

【結論（＝委員会としての方向性）】

➢将来を見据えて、持続可能で望ましい浅間地区小・中学校のあり方（大きな方向性）

➢「将来、どのような状況が見込まれたら、どの時点で、どのような対策を講じるのか」

設置

報告


